
1. 3～5年目中堅看護師の臨床判断
2. 計量テキスト分析を用いた実習前の看護学生の
アセスメントの特徴

研究テーマ

1. 中堅看護師が潜在的に持っている自己の臨床判断を顕在化し、
看護実践への自信確立につなげられるために、中堅看護師を対
象とした研究に取り組んでいます。

2. 成人看護学における実習前の看護学生のアセスメントの特徴に
ついて、計量テキスト分析を用いた研究に取り組んでいます。

概要

1. 看護実践の中心的役割を担う3~5年目中堅看護師を対象にして、
術後せん妄状態にある患者に対する臨床判断の要素と構造を明
らかにした研究を行っています。中堅看護師が自己の看護実践
を客観的に振り返り、実践力向上につなげられるような支援を
見出していきたいと考えております。

2. 計量テキスト分析を用いて、実習前の看護学生のアセスメント
内容の特徴を抽出し、可視化することで、看護実践力の育成に
向けた成人看護学での技術教育への示唆を得る目的で研究を
行っております。

具体的な内容

看護（成人看護学） 助教／ 上富史子

領域・氏名

キーワード：１．中堅看護師、臨床判断
２．看護学生、アセスメント

看護師の臨床判断に関するテーマや、看護学生のアセスメント
能力向上のための教育に関するテーマについての共同研究を希望
します。

Information（情報）

https://www.mpu.ac.jp/professors/kango-blink1228/
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